
１３７

資
料
資
料
編編

　

１１
　
循
環
型
社
会
と
低
炭
素
社
会
づ
く
り
の
推

循
環
型
社
会
と
低
炭
素
社
会
づ
く
り
の
推
進進

第１　図表
　１　循環型社会と低炭素社会づくりの推進

　表２‐１　ごみ処理状況の年度別推移

埋立量
（t／年）

リサイクル率
（％）

資源化量
（t／年）

焼却率
（％）

焼却量
（t／年）

総排出量
（t／年）総人口（人）年度

集団回収量計画処理量

５５，２７９２０．１８７，４７３７４．５３２４，８５３３４，６１７４０１，４９５４３６，１１２１，１１３，８３７１８

４８，６７７２０．７８６，６１６７４．９３１３，６７０３３，６８５３８５，０７１４１８，７５６１，１１１，３０８１９

４４．９６７２０．９８５．５９５７５．２３０７，６９０３２，２６０３７７，０９２４０９，３５２１，１０５，２７６２０

４３，４９４２０，５７９，６７６７６，６２９７，７２９３５，７５６３５２，９８１３８８，７３７１，０９９，２８５２１

３９，２５７２０．５７８，３３５７７．５２９６，５４４３４，３５５３４８，３６０３８２，７１５１，０９６，４０６２２

３６，７１４２３．５９４，６０２７４．８３００，７５０３４，３０１３６７，９９１４０２，２９２１，０９４，４７９２３

（単位：台数）
　表２‐３　家電リサイクル法に基づく廃家電品の引取り台数

注　県内４か所の指定引取り場所での引取り台数です。

合　計洗濯機冷蔵庫テレビエアコン品　目

１５１，３９３３０，２７４３２，４０４６９，８５４１８，８６１２０年度

２０３，５２９３１，５２９３１，５３８１２０，１９３２０，２６９２１年度

２６３，７９８２７，６０５３１，５３４１７７，０８７２７，５７２２２年度

１２７，８２２２０，４８６２３，８５６６７，８８６１５，５９４２３年度

９４，５４０２３，３５９２６，３３６２８，１０４１６，７４１２４年度

（単位：t）
　表２‐２　容器包装リサイクル法に基づく分別収集量の年度別推移

２４２３２２２１２０年　　　　　度

２，０６５．４２，１６０．７２，２１９．８２，１９６．１２，２３７．４無 色 ガ ラ ス

２，４５１．０２，４８９．６２，６１４．９２，５２０．１２，６１８．５茶 色 ガ ラ ス

８７５．９８５５．９８８９．０８２７．８９１６．０そ の 他 ガ ラ ス

１，５５０．３１，６４０．７１，７４３．２１，６９０．９１，６８２．３ペ ッ ト ボ ト ル

２，１８６．７２，２１５．０２，３０３．０２，４３０．４２，４７９．５そ の 他 紙 製 容 器 包 装

５，１９９．３５，４００．４５，５１８．６５，５５４．７５，５４９．７その他プラスチック製容器包装

９２１．０９８３．９１，０２５．９１，０４９．７１，１１７．２ス チ ー ル 缶

１，２２５．５１，２５５．３１，２９３．７１，２５７．８１，３４９．０ア ル ミ 缶

１３５．７１４７．８１５１．７１４３．２１６８．１紙 パ ッ ク

６，１０４．０５，４４４．６５，３５５．１５，２６３．２５，８０４．３段 ボ ー ル

２２，７１４．８２２，５９４．１２３，１１４．９２２，９３３．９２３，９７４．５合　 　 　 　 　 計

注　その他プラスチック製容器は、白色トレイを含めた量です。



１３８

　図２‐１　産業廃棄物の地域別排出量（２３年度）

　表２‐４　多量排出事業者の処理計画書等の提出状況（２４年度）

注１　提出事業者は、法に定める多量排出事業者（産業廃棄物の年間発生量が１，０００トン以上又は特別
管理産業廃棄物の年間発生量が５０トン以上の事業者）を示します。

　２　（　）は、富山市に提出があったものであり、内数です。
　３　その他の業種は、鉱業、医療業です。
　４　産業廃棄物及び特別管理産業廃棄物の両方の計画書を提出した事業所数は２９（うち富山市１０）

です。

合　計特別管理産業廃棄物産業廃棄物業　　　種

１２２（４１）４９（２０）　７３（２１）製 造 業

１１３（２６）　１（　０）１１２（２６）建 設 業

　１８（　５）　０（　０）　１８（　５）電気・ガス・水道業

　１０（　３）　６（　３）　４（　０）そ の 他 の 業 種

２６３（７５）　５６（２３）　２０７（５２）合 計
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能力
（t/日）型　　　式名　　　　　称市　町　村　・　事　務　組　合広域圏

２８固形燃料化南砺リサイクルセンター砺波広域圏事務組合
（南砺市）砺　波

　表２‐５　ごみ処理施設の整備状況

　　敢　ごみ焼却施設

　　柑　粗大ごみ処理施設

　　桓　ごみ固形燃料化施設
（２５年４月１日現在）

能力
（t/日）型　　　式名　　　　　称市　町　村　・　事　務　組　合広域圏

７０破砕・選別・圧縮リサイクルセンター富山地区広域圏事務組合
（富山市・滑川市・舟橋村・上市町・立山町）富 山

２０破 砕・選 別氷見市不燃物処理センター氷見市高 岡

４０破砕・選別・圧縮宮沢清掃センター新川広域圏事務組合
（魚津市・黒部市・入善町・朝日町）新 川

９破砕・選別クリーンセンターとなみ
粗大ごみ処理プラント

砺波広域圏事務組合
（砺波市・南砺市）砺 波

３０破砕・選別ミライクル館
粗大ごみ処理施設射水市射 水

１６９５施設計

能　力
（t/日）型　　　式名　　　　　称市　町　村　・　事　務　組　合広域圏

８１０全連続クリーンセンター富山地区広域圏事務組合
（富山市・滑川市・舟橋村・上市町・立山町）富 山

２７０全連続環境クリーン工場高　岡　市
高 岡

５０機械化バッチ西部清掃センター氷　見　市

１７４准連続エコぽ～と新川広域圏事務組合
（魚津市・黒部市・入善町・朝日町）新 川

７０准連続クリーンセンターとなみ砺波広域圏事務組合
（砺波市・南砺市）砺 波

１３８全連続クリーンピア射水射水市射 水

１，５１２６施設計

（２５年４月１日現在）

（２５年４月１日現在）
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　　棺　廃棄物再生利用施設（リサイクルプラザ）

　表２‐６　し尿処理状況の年度別推移

処理 内 訳（ℓ／年）収 集 内 訳（ℓ／年）衛生処理

人口（人）

水 洗 便 所くみとり
便　　所

総人口
（人）年度 農村還元

そ の 他

公共下水
道マンホ
ール投入

し尿処理

施　　設
計

浄 化 槽

汚　　泥

くみとり

し　　尿

公　　共
下 水 道
人口（人）

浄　化　槽計画収集

人口（人） 人口（人）基数（基）

０１６，５６１１８０，５２６１９７，０８７１３２，６０７６４，４８０１，１１０，８１８７３６，３９３２９８，５７９７９，５３８７５，８４６１，１１１，３０８１９

０１５，１２６１７０，７７５１８５，９０１１２８，２９４５７，６０７１，１０４，８９７７６３，８３０２７７，５９４７６，９１８６３，４７３１，１０５，２７６２０

０１３，２７２１５８，６２９１７１，９０１１１８，８５０５３，０５１１，０９９，１１３７７５，８９７２４６，９１９７４，２４６７６，２９７１，０９９，２８５２１

０４１，６６５１１７，２４６１５８，９１１１１２，０３２４６，８７９１，０９６，２８３７９３，９４９２３４，９４６６６，５６６６７，３８８１，０９６，４０６２２

０３５，５４４１１５，０７７１５０，６２１１０７，２８８４３，３３３１，０９４，３８３８０６，７２８２２２，７８４６１，３７１６０，３２３１，０９４，４７９２３

能力
（t/日）型　　　式名　　　　　称市　町　村　・　事　務　組　合広域圏

４０．６破砕・選別・圧縮リサイクルセンター富山地区広域圏事務組合
（富山市・滑川市・舟橋村・上市町・立山町）富　山

４６破砕・選別・圧縮高岡市リサイクルプラザ
高　岡　市

高　岡 ２．３６選 別 ・ 圧 縮福岡リサイクルセンター

１６選 別 ・ 圧 縮氷見市リサイクルプラザ氷　見　市

８破砕・選別・圧縮＊南砺リサイクルセンター砺波広域圏事務組合
（南砺市）砺　波

８．７４破砕・選別・圧縮ミライクル館射水市射 水

１２１．７６施設計

（２５年４月１日現在）

注　＊は、ごみ燃料化施設と併用

　表２‐７　し尿処理施設の整備状況
（２５年４月１日現在）

能　力
（ℓ/日）型　　式名　　称市町村・事務組合広域圏

９０固 液 分 離つ ば き 園富　　山　　市

富
　
　
　
山

３３嫌 気 性 消 化
・ 活 性 汚 泥

衛 生 セ ン タ ー
し 尿 処 理 場滑　　川　　市

２１７高負荷脱窒素万 浄 園 施 設富 山 地 域　　　　　　　（富山市・上市町・立山町）衛 生 組 合 ６０低二段活性汚泥中部衛生センター施設

６６好気性消化処理高岡市し尿処理施設高　　岡　　市高
　
岡 ４５高負荷脱窒素クリーンセンター氷　　見　　市

１０４膜分離高負荷脱窒素クリーンシステムとなみ砺波地方衛生　　　　　　　（高岡市・砺波市・小矢部市・南砺市）施　設　組　合砺波

１１６二段活性汚泥射水市衛生センター射水市射水

７５１８　　施　　設計
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注１　県所管分と富山市所管分を合計した数値です。
　２　使用中の柱状トランスの数値は、推定値として事業者から報

告のあったものです。
　３　「廃PCB」、「PCBを含む廃油」のうち、容量で届出された
ものは１ℓ＝１㎏として重量に換算し集計しています。

　表２‐８　PCB特別措置法に基づく届出状況
（２４年３月３１日現在）

使用中保管中
２７３８８５事 業 所 数

数 量
１２７４９２高 圧 ト ラ ン ス［台］
３８４２，３９６高 圧 コ ン デ ン サ［台］
９４８低 圧 ト ラ ン ス［台］

６７３４，４２６低 圧 コ ン デ ン サ［台］
５，００２４２，６８９柱 上 ト ラ ン ス［台］
１，９６６３５，８５３安 定 器［台］

０２６８Ｐ Ｃ Ｂ［㎏］
０４５９，９９１Ｐ Ｃ Ｂ を 含 む 油［㎏］
０９８０感 圧 複 写 紙［㎏］
０１８，４４３ウ エ ス［㎏］

２，１７１２，３８７そ の 他 機 器［台］
０２３，７９９汚 泥［㎏］
０９１，３６２そ の 他［Ｌ］

　表２‐９　産業廃棄物処理施設の許可（届出）状況

　注　上段は富山県の施設数、下段は富山市の施設数です。

施設数処 理 能 力施 設 区 分
６７

１０m３／日を超える汚泥の脱水施設
１９
５

１０m３／日を超える汚泥の乾燥施設
１

６５m３／日を超える
２００㎏／時間以上
火格子面積２m２以上

汚泥の焼却施設
４

３
１０m３／日を超える廃油の油水分離施

設 ２

２１m３／日を超える
２００㎏／時間以上
火格子面積２m２以上

廃油の焼却施設
４

１
５０m３／日超える廃酸又は廃アルカ

リの中和施設 ３
２３

５ｔ／日超える廃プラスチック類
の破砕施設 ３３

施設数処 理 能 力施 設 区 分
３１００㎏／日超える

火格子面積２m２以上
廃プラスチック類
の焼却施設 ７

１４５
５ｔ／日超える木くず又はがれき

類の破砕施設 １１８
２

すべて有害物質等のコンク
リート固型化施設 １

０
すべてシアン化合物の分

解施設 ３
０

すべて廃ＰＣＢ等の分解
施設 ２

１３２００㎏／時間以上
火格子面積２m２以上

産業廃棄物の焼却
施設（汚泥、廃油、廃プラ
スチック類以外の施設） ５

８
安定型

最終処分場
２
１１

管理型
５

２９０
合　　　　計

２０９

（２５年３月３１日現在）
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　表２‐１０　主な環境月間行事（２４年度）

実　　　　施　　　　概　　　　要行　　　事　　　名

日常生活の中でごみや二酸化炭素を極力排出しない環境に配慮した
生活様式（エコライフスタイル）の普及と定着を図るため、環境と
やま県民会議の構成団体による活動発表や、環境のことを考えて、
食材の購入、料理、片付けを行う「エコ・クッキング」の事例紹介
や実演、試飲会など楽しみながらエコライフスタイルへの理解を深
める大会を開催 　　　　　　　　　　　　　　　　 （２４年６月１６日）

エコライフ・アクト大会

県内小・中学校の児童生徒から環境に関するポスターを募集し、優
秀作品を表彰するとともに、ショッピングセンターなどで展示環境月間ポスターの募集と展示

　図２‐２　県内の温室効果ガス排出量の推移
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　表２‐１１　環境保全相談室の活動状況（２４年度）

・相談業務
件　　　数内　　　　　　　　容

３８５　財団の事業に関するもの

７　環境保全団体・ＮＰＯに関するもの

４　環境関連の企業に関するもの

１５　環境に関する講師など個人に関するもの

６　県、市町村の施策など行政に関するもの

７　環境法令に関するもの

３２　住宅用太陽光発電システム補助に関するもの

４５６件計

・環境に関する出前講座
　　環境保全、地球温暖化等に関する講師を要望に応じて無料で派遣

計そ の 他自然保護水 環 境地 球
温暖化防止区 分

１３件５件１件２件５件利用件数

４４６人１２７人７１人５５人１９３人利用者数

　表２‐１２　中小企業環境施設整備資金融資制度の概要

融資限度額償還期限金　　　利貸付対象者資　金　の　使　途

個別
３，０００万円
団体
５，０００万円

７年以内
（うち据
置１年 以
内）

年１．９０％以内
（１９．４．１～）

年２．１５％以内
（１９．８．２７～）

年１．９０％以内
（２０．１．２８～）

※使途允・引につ
いては、
年１．３５％以内
（２１．４．１～）

中小企業者

敢　公害防止施設の整備
　（産業廃棄物の処理施設を含む。）
柑　公害防止に必要な工場等の移転、
工場に隣接する民家等の買収
桓　公害防止又は工場等の周辺の景観
保持のために必要な緑地・囲障等の
設置
棺　低公害車の購入
款　土砂運搬用トラックによる著しい
道路の汚損又は粉じん発生の防止の
ために必要な洗車施設の設置及び路
面清掃車の購入
歓　オゾン層を破壊する物質の排出の
抑制及び使用の合理化のために必要
な施設の整備等
汗　廃棄物の資源化及び再生利用のた
めに必要な施設の整備
漢　地下水の保全及び水の循環的な利
用のために必要な施設の整備
澗　標高１，０００ｍ以上の自然公園内で
実施する環境に配慮したトイレの整
備
潅　温室効果ガスの排出の抑制のため
に必要な施設等の整備
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　表２‐１４　中小企業環境施設整備資金の融資実績（施工地市町村別）の推移

２４２３２２２１２０年度

市町村
金　額
（千円）件数金　額

（千円）件数金　額
（千円）件数金　額

（千円）件数金　額
（千円）件数

－－－－－－－－－－富 山 市

２０，０００１－－－－２５，０００１－－高 岡 市

－－－－－－－－－－魚 津 市

－－－－－－－－－－氷 見 市

－－－－－－－－－－黒 部 市

－－－－－－－－－－砺 波 市

－－－－－－－－－－射 水 市

－－－－－－２０，０００１－－上 市 町

－－－－－－２５，０００２－－立 山 町

２０，０００１－－－－７０，０００４－－計

　表２‐１６　公害防止施設等に対するその他融資制度の実績の推移

２４年度２３年度２２年度２１年度２０年度
種　　　　　　　類 金　額

（千円）件数金　額
（千円）件数金　額

（千円）件数金　額
（千円）件数金　額

（千円）件数

－－－－－－－－－－小規模企業者等設備導入資金

－－－－－－－－－－中 小 企 業 高 度 化 資 金

－－－－－－－－－－設 備 投 資 促 進 資 金

１７，５４０１－－－－９，７００１１８，０００１農 業 近 代 化 資 金

－－－－－－９，７００１１８，０００１計

　表２‐１５　再生可能エネルギー利用促進資金の概要

融 資 条 件
資金使途融 資 対 象 融資利率

（平成２５年４月１日現在）
期間

（うち据置期間）限度額

年１．３５％以内

設備資金
　１０年以内

（１年以内）
運転資金
　５年以内

（１年以内）

１億円
（うち運転資金

１，０００万円）

設備資金
（設備投資に伴
う運転資金）
※運転資金のみ
の利用は不可

再生可能エネルギー（太陽光、
風力、中小水力、バイオマス、
地熱）を利用した発電設備の導
入を行う中小企業者
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　表２‐１７　環境保全に関する試験・研究

　　敢　環境科学センター

結　　　　　　　果目　　　　　　的課　　　　　題

立山山麓におけるオキシダント濃度は、春季に高く
なる傾向がみられた。また、オキシダント濃度は東
アジア地域から気塊がきたときに高くなる傾向がみ
られた。立山山麓における硫酸塩エアロゾルは中国
のSO２排出量の影響を強く受けていることが示唆
された。

大気中におけるエアロ
ゾル粒子及びガス成分
の動態及び量の把握並
びにその起源の解明

富山県におけるアジア
大陸起源物質の大気環
境への影響に関する研
究

県内の観測資料を整理し、不快指数の増加等を解明
するとともに、将来の本県の温暖化予測計算を実施
し、平野部の積雪量の大幅な減少等を予測した。ま
た、得られた成果の一部を県民にわかりやすく紹介
するため、梢独 海洋研究開発機構との共催で、富山県
における気候の将来予測に関するシンポジウムを開
催した。

地球温暖化による富山
県の自然、生活環境等
への影響の予測

地球温暖化の影響等に
関する調査研究（Ⅲ）

神通川河口海域においては、栄養塩類の供給は陸域
からの影響が大きいことが示唆された。また、有機
物濃度上昇の原因の一つである植物プランクトンに
ついては珪藻類の優占が多くみられた。

富山湾の水質環境の健
全性についての総合的
な評価

富山湾の健全性に関す
る研究

県内の生物処理法の排水処理施設に広く適用可能な
BOD容量負荷を指標とした良好な水質が得られる
タイマーを用いた省エネ運転技術を提示した。

温室効果ガス排出量の
削減に資する排水処理
施設の運転管理技術の
検討

省エネに配慮した排水
処理施設の運転管理技
術に関する研究

北陸地方における食品リサイクルに伴うエコフィー
ド事業の実情を確認したほか、食品リサイクル実施
に伴う問題点を整理し、リサイクル施設の稼働状況、
リサイクル製品の需要量及び廃棄物の収集運搬コス
トの把握が課題として示された。

環境への負荷の少ない
効率的な循環型社会の
あり方の検討

富山県における循環型
社会構築に関する研究
（Ⅲ）

高岡地域の地下水のイオン成分から観測井の管内に
は水質の異なる４つの層が存在することが分かった。
また、冬季の道路消雪の影響を受け地下水位が低下
する時期には、各水質の層厚が変化していることが
分かった。

地下水環境の保全と地
下水の適正利用

富山県の地下水涵養と
流動に関する研究
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　　柑　衛生研究所

結　　　　　　　　　　果目　　　　　的課　　　　　題

様々な環境において分布する蚊種を調査したところ、
都市部ではアカイエカ、農村部ではコガタアカイエ
カが優占することが明らかになった。

衛生動物の分布と環境
要因との関係を継続調
査

衛生動物の生態分布に
関する調査研究

玄米等の県内主要農産物等６種８検体について、有
機リン系など約９０農薬を分析したところ、全てが基
準値以下であり、食品衛生上問題となるレベルでは
なかった。
富山産魚介類のサワラ等１７魚種２０検体について総水
銀を、ハガツオ等１０魚種１０検体についてトリブチル
スズオキサイドをそれぞれ分析したところ、いずれ
も問題となる残留値ではなかった。

残留農薬等による食品
の汚染状況の継続調査

食品中の残留農薬及び
その他の有害物質に関
する調査研究

神通川流域のカドミウム汚染地域に居住している住
民を対象に毎年実施している「神通川流域住民健康
調査」のデータを蓄積し、解析を行っている。

カドミウム汚染とイタ
イイタイ病の予防

イタイイタイ病に関す
る調査研究

代謝が速く毒性が低いとされてきた有機リン系農薬
の尿中代謝物が一般住民から低濃度ながら継続的に
検出され、恒常的な曝露を確認した。曝露レベルに
影響を及ぼす生活環境要因について調査を実施中で
ある。

環境化学物質の生体内
曝露評価に関する検討

環境汚染物質と生体影
響に関する研究
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結　　　　　　　　　　果目　　　　　的課　　　　　題

セルロース混合可塑化成形装置を用いて県内で
排出されるバイオマス材料（木粉、籾殻、ハト
ムギ殻等）とポリプロピレンを複合化してバイ
オマスプラスチックを作製した。この材料を小
型射出成形機で試験片を作製して、成形性や物
性を評価した。

石油使用量が少ないバイ
オマス配合プラスチック
の使用が注目されている。
一般消費者や学校で日常
的に使用される食器を中
心として、県産バイオマ
ス材料を利用したバイオ
マスプラスチックの開発
と製品試作を行う。

バイオマスプラスチック
を活用した生活用品の開
発

正極材料、負極材料、電解液の材料設計をおこ
ない、結果として、充放電サイクルが可能な２
次電池を作製することができた。その放電容量
はおよそ２５mAh/gであった。

リチウムイオン２次電池
に代わり、資源的に豊富
でエネルギー密度を向上
させられる利点があるマ
グネシウムを用いたマグ
ネシウムイオン２次電池
用材料を開発する。

マグネシウムイオン２次
電池に関する研究

アルミ押出形材断面図面データから成形できる
樹脂粉末積層造形技術や注型用樹脂成形技術を
用いて、曲げ加工に耐える強度を持ち、２０００本
余りの曲げ加工が可能な樹脂積層中子の試作品
が得られた。

アルミ押出形材の曲げ加
工時に用いる低融点合金
中子にかわり、環境負荷
の小さい樹脂粉末積層造
形技術を活用した環境に
優しい曲げ加工用樹脂積
層中子の開発を行った。

環境に優しい曲げ加工用
樹脂積層中子の開発

本手法では，従来の必要とされたエッチングや
洗浄などの工程が不要で廃液も発生しないなど、
環境負荷を低減させるものとなる。また、試作
品の通信距離も市販品と遜色ない結果が得られ
ている。今年度は、低コスト化に向けた取り組
み、および、UHF帯タグの試作、評価を行っ
た。

無線ICタグはバーコー
ドに代わる商品識別・管
理技術であり、IT化・自
動化のための導入が期待
されている。新たな低環
境負荷の製造プロセスを
開発し、タグの試作を行
う。

環境に配慮した低ｺｽﾄ無
線ICタグの開発

ニット技術および染色加工技術の技術高度化に
より、部材の貼り合わせの必要のない一体成形
シート材料を開発した。開発したシート材料に
ついて、基本性能を評価するとともに、着席時
の快適性についても検討した。

カーシートのリサイクル
性向上や製造時の環境負
荷低減のため、接着剤を
用いず表皮部分とクッシ
ョン部分が一体となった
３次元編物構造一体成形
のシート基材およびその
染色加工技術を確立する。

ウレタン、接着剤を使用
しない環境対応型カーシ
ートの開発

　　桓　工業技術センター



１４９

資
料
資
料
編編

　

１１
　
循
環
型
社
会
と
低
炭
素
社
会
づ
く
り
の
推

循
環
型
社
会
と
低
炭
素
社
会
づ
く
り
の
推
進進

　　漢　農林水産総合技術センター　水産研究所
結　　　　　　　　　　果目　　　　　的課　　　　　題

２４年度は１回確認した。赤潮の発生状況の把握赤潮に関する調査

富山湾の沿岸８か所で採泥を行い、底生生物の
種類やその量等の調査を実施した。
汚染指標種は認められなかった。
全硫化物において、春の調査で１定点で水産用
水基準を超えたが、春のその他の定点及び秋の
調査の全ての定点で基準を満たしていた。COD
においては、春、秋いずれの調査においても基
準を満たしていた。

底生生物からみた富山湾
底質の汚濁状況の把握

富山湾の底生生物の調査

　　汗　農林水産総合技術センター　木材研究所

結　　　　　　　　　　果目　　　　　的課　　　　　題

スギ木粉を高温水蒸気下で解繊しながらＰＰ樹
脂と混練することにより、流動性の高いコンパ
ウンドが得られ、これにより成型したＷＰＣは、
均質で優れた強度性能を示すことが判明した。

射出成型用スギ木粉コン
パウンドの試作とＷＰＣ
の物性について検討する。

スギ間伐材を原料とした
ＷＰＣ用スギ木粉の生産
体制の確立

蒸煮竹粉・スギ木粉を材料として、立体成型技
術を確立すると共に、試作した朱肉ケース基材
に高岡漆器の螺鈿細工を施すことにより、木質
系１００％の高級朱肉ケースの開発に成功した。

スギ木粉と竹粉のみを材
料とし、任意の形状のス
ギ木粉・竹粉複合体の製
造技術を開発する。

スギ木粉・竹粉複合体の
開発

　　歓　農林水産総合技術センター　森林研究所

結　　　　　　　　　　果目　　　　　的課　　　　　題

定点調査地で酸性雨実態調査、森林土壌調査、
森林健全度調査等のモニタリング調査を行い、
森林環境の実態を明らかにした。

酸性雨等による森林への
影響を予測するための森
林影響の現状把握

酸性雨等森林影響予測に
関する調査

　　款　農林水産総合技術センター　畜産研究所
結　　　　　　　　　　果目　　　　　的課　　　　　題

畜舎汚水を適切な強度で曝気すると、汚水中の
水溶性のリン及びマグネシウム濃度が低下する
ことから、汚水中で結晶化していることが示唆
され、回収の可能性が明らかになりました。

畜産臭気対策や排水処理
技術改善による臭気低減
や水質改善に取り組むこ
とにより、地域環境と調
和した持続的な畜産経営
を支援する。

畜産臭気および排水処理
に関する環境改善技術の
開発

　　棺　農林水産総合技術センター　農業研究所
結　　　　　　　　　　果目　　　　　的課　　　　　題

神通川流域（１ヵ所）、黒部地域（３ヵ所）の客
土水田地帯に設置された実証展示ほ場で、栽培
指針に基づき水稲を栽培し、肥料や土壌改良資
材の施用効果について調査、確認を行った。

復元後の客土水田地帯の
稲作の安定化を図るため、
水稲栽培指針の実証展示
を行う。

カドミウム汚染田復元後
の客土水田における施肥
改善効果等に関する調査

神通川流域及び黒部地域の客土水田を対象に、
代表地点から玄米や土壌を採取しカドミウム濃
度を調査して、汚染が除去され安全な農地に復
元されたことを確認した。

復元後の客土水田につい
て汚染が除去されたこと
を確認する。

カドミウム汚染田復元後
の客土水田の安全確認調
査
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　２　自然環境の保全

　表２‐１８　国立公園内における工作物の新築等に係る許認可取扱状況（２４年度）
（単位:件）

計認可（同意・協議含）
許　　可（協議・届出含）

国 立 公 園
知　　事大　　臣

８９２８３１５８中 部 山 岳

００００白 山

８９２８３１５８計

計認　　　可（承認）許可（協議・届出含）国 定 公 園

１１２９能 登 半 島

　表２‐１９　国定公園内における工作物の新築等に係る許認可取扱状況（２４年度）
（単位:件）

計認可（同意・協議含）許可（協議・届出含）県立自然公園

６０６朝 日

８０８有 峰

３０３五 箇 山

６０６白 木 水 無

２０２医 王 山

３０３僧 ヶ 岳

２８０２８計

　表２‐２０　県立自然公園内における工作物の新築等に係る許認可取扱状況（２４年度）
（単位:件）
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左のうち、県の持分合　　計
①＋②

そ の 他
②

山　　林
①市町村名名　　　　　称

持分比

４８，７７６．４５２／３　７３，１６４．６８２１，４８５．６７５１，６７９．０１朝日町朝日県立自然公園・朝日城山地内

２７８，７０４．４２３／４※３７８，８９６．０００．００３７８，８９６．００富山市白木水無県立自然公園・杉ヶ平地内

１４２，８５３．４５１／１　１４２，８５３．４５０．００１４２，８５３．４５〃県民公園野鳥の園・古洞池

３１，２９７．００１／１　３１，２９７．００５７７．００３０，７２０．００射水市県民公園野鳥の園・恩坊池

６，７８５．４１２／３　１０，１７８．１１８，０６５．１１２，１１３．００高岡市能登半島国定公園・雨晴園地

８４，６１０．６７２／３　１２６，９１６．０００．００１２６，９１６．００南砺市縄ヶ池・若杉自然環境保全地域内

１５，５０９．６１２／３　２３，２６４．４１２２，５５２．４１７１２．００〃五箇山県立自然公園・相倉地内

１２０，２９７．４７２／３　１８０，４４６．２０８，１９５．４４１７２，２５０．７６〃五箇山県立自然公園・西赤尾地内

２４５，４２２．２８２／３※３８１，５１７．６２２，２６８．００３７９，２４９．６２〃医 王 山 県 立 自 然 公 園 内

５，３１０．００２／３　７，９６５．００５，２１４．０００２，７５１．００氷見市能登半島国定公園・九殿浜、窪地内

９７９，５６６．７６－１，３５６，４９８．４７６８，３５７．６３１，２８８，１４０．８４小 計

（注）※：他の持ち分比率あり。

５２，３９４．００１／１　５２，３９４．００地上権設定５２，３９４．００富山市県 民 公 園 野 鳥 の 園

１，０３１，９６０．７６－１，４０８，８９２．４７６８，３５７．６３１，３４０，５３４．８４合 計

　表２‐２１　富山県自然環境保全基金による土地保有状況
（２５年３月３１日現在）（単位：m２）

　表２‐２２　県民公園新港の森の概要
概　　　　　　　　　　　　　　　　要施　設　名

１　規模
　　両翼９０ｍ、センター１２０ｍ
２　施設
　　バックスクリーン、スコアボード、バックネット、ダッグアウト、放送

設備等

野 球 場

１　規模
　　３００ｍトラック（６コース）相当、直線コース１２５ｍ
２　施設
　　跳躍、投てき、サッカー、ゲートボール、ソフトボール

スポーツ広場

クレイコート４面テニスコート

４か所（乗用車約２００台駐車）駐 車 場

管理事務所１棟、園路遊歩道６，４００ｍ、芝生広場１０か所（２７，０００m２）、植栽約
１１万本（１６０，０００m２）休憩所３２か所、便所５か所、公衆電話などそ の 他
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　表２‐２３　県民公園新港の森施設利用状況
（単位：人）

２４２３２２２１２０年　　　　　度

１１１，２９０１２７，７８０１３３，９５０１４０，３５０１５１，５５０入 園 者 数

９，８５２１１，７５６１１，７９１１１，６３３１１，７９８野 球 場

施
設
利
用
人
員

１，８５１１，９４１２，６４１１，５２６１，５９３テニスコート

５，５２９３，５９５４，６０７６，７８０５，４２３スポーツ広場

１７，２３２１７，２９２１９，０３９１９，９３９１８，８１４計

特　　　　　　　　　　　　　　　　徴面積主 な 施 設地区

トラックはウレタンチップ系全天候型舗装。
カラーアスファルト舗装。イベントの会場としても利用可能。
園路、植栽地等。

ha

３．５
陸 上 競 技 場
お 祭 り 広 場
そ の 他

　
Ａ
地
区

ウレタン系全天候型コートが６面ある。
空港スポーツ緑地の「玄関」となる広場。
小高い丘の上にあり、飛行機の離着陸が眺められる。
なだらかな芝生のスロープ。冬はミニスキーに利用できる。
長さ２０８．５ｍに及ぶ滝、流れ、池がある。
園路、植栽地等。

３．３

庭 球 場
入 口 広 場
展 望 広 場
芝 生 ス ロ ー プ
せ せ ら ぎ 広 場
そ の 他

Ｂ
　
地
　
区

多目的に利用できる広々とした芝生の広場。
ダスト舗装コートが４面ある。
自動車６２台が駐車可能。
園路。植栽地等。

２．９

わ ん ぱ く 広 場
芝 生 広 場
ゲートボール広場
駐 車 場
そ の 他

Ｃ
　
地
　
区

ダスト舗装の広場に高木の林
芝生の広場
７色のシャワーモニュメントを配したサンクン広場
自動車２６台駐車可能
園路、植栽地等

１．７

林 間 広 場
緑 陰 広 場
レインボープラザ
駐 車 場
そ の 他

Ｄ
　
地
　
区

築山、砂場等１．８児 童 遊 園
駐 車 場

Ｅ
地
区

１３．２合　　　　　計

２４２３２２２１２０年　　　　　度

７４，３４９６４，７９７６８，０８７６３，６５７６４，６２２入 園 者 数

１４，１４５１１，０２４１０，４２８９，６１５９，９０１陸上競技場施
設
利
用
人
員

５，８３４４，７８８５，１８９５，３７６６，４８１庭 球 場

１９，９８８１５，８１２１５，６１７１４，９９１１６，３８２計

　表２‐２４　空港スポーツ緑地の概要

　表２‐２５　空港スポーツ緑地施設利用状況
（単位：人）
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合　　　計４月１６日
～５月１５日

３月１日
～４月１５日

１２月１日　　
　～２月末日区　　分

２０４パーティー
（７５８人）

１４２パーティー
（５２５人）

１５パーティー
（８７人）

２５パーティー
（１４６人）登 山 届

　表２‐２７　登山届の概要
（２４年１２月１日～２５年５月１５日）

備　　　考行　　　　事　　　　内　　　　容場所・時間行　事　名月日

音川保育所園児が、野鳥の巣箱内の様子を観察
する。また、救護の様子を見学し、リハビリ後
の鳥を放鳥し、野鳥に関する理解を深める。
　参加者：園児・先生１４名程度

富山市婦中町
吉住
自然博物園
「ねいの里」

ふれあいの日５
月
　
日
木

１０
平成２２年度（第４０回）
までは、県下すべての
小学校で実施していた。

平成２３年度の愛鳥モデル校である黒部市立石田
小学校の児童が、校下内でツバメの生息調査を
実施する。第４２回。

黒部市立石田
小学校

ツバメ調査の
日

富山市安養坊の八幡社
に午前９時に集合し、呉
羽山から八ヶ山にかけ
て探鳥会を実施

富山短期大学幼児教育学科の学生を対象に、野
鳥を中心とした（第３６回）自然教室を開き、野
外教育のあり方を体験する。
　共　催：自然博物園ねいの里
　参加者：幼児教育学科１年生

呉羽山一帯野鳥観察の日

５
月
　
日
金

１１

自然博物園ねいの里で野鳥救護の体験、野鳥に
関する各種相談に応じる。
　共催：自然博物園ねいの里

富山市婦中町
吉住
自然博物園
「ねいの里」

野鳥相談の日

５
月
　
日
土

１２

参加者は、古洞池駐車
場へ午前８時に集合
小雨決行

愛鳥思想の普及啓発のため、広く一般の方を対
象に（第４６回）バードウォッチングを開催する。
　共催：日本鳥類保護連盟富山県支部等

富山市三ノ熊
野鳥の園
（古洞池）探鳥の日

５
月
　
日
日

１３

入選ポスターの展示は
５月１５日～２２日までフ
ァボーレで、また５月２３
日～６月２０日は自然博
物園ねいの里で実施

第５８回愛鳥ポスターの入賞者の表彰と環境省等
主催の野生生物保護功労者表彰の伝達式を行う。
・愛鳥ポスター入賞者
　（富山県知事賞、富山県教育委員会教育長賞）

県庁４階
大会議室

野鳥保護表彰
の日

５
月
　
日
月

１４

愛鳥活動に積極的な小
中学校を昭和５０年度か
ら毎年指定しているも
の

平成２４年度（第３８回）愛鳥モデル校の指定証の
交付を行う。
　富山市立針原小学校

愛鳥モデル校学校愛鳥の日

５
月
　
日
㈫

１５

　表２‐２８　愛鳥週間行事（２４年度）

　表２‐２６　立山山麓家族旅行村の主要施設

主　　　　　要　　　　　施　　　　　設地　　　　区

管理棟（鉄筋コンクリート平屋建、３４３m２）、休憩所（合掌造）、駐車場（６０
台収容）、芝生広場（７，８９０m２）、イベント広場中央管理地区

芝生広場（７，２６９m２）、遊水池、石の山、遊水池、パークゴルフコースファミリー広場

オートキャンプサイト（３１区画）、野外ステージ、バーベキュー卓、炊事棟、
多目的ハウス、トリムコース、シャワー棟野 外 広 場

ケビン（４人用１５棟、８人用５棟）、バーベキュー卓宿泊施設地区

芝生広場（９，２００m２）、展望広場、ロックガーデン森 の 広 場
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富山県で生息が確
認されている種　種　　　　　　　　　　　　　名指定年月日区分

オオタカ（留鳥）
イヌワシ（留鳥）
オジロワシ（冬鳥）
オオワシ（冬鳥）
クマタカ（留鳥）
ハヤブサ（留鳥）
ライチョウ（留鳥）
カラフトアオアシ
シギ（旅鳥）
ウミガラス（冬鳥）

アホウドリ、チシマウガラス、コウノトリ、トキ、シジュウカラガン、
オオタカ、イヌワシ、ダイトウノスリ、オガサワラノスリ、オジロワシ、
オオワシ、カンムリワシ、クマタカ、シマハヤブサ、ハヤブサ、ライチ
ョウ、タンチョウ、ヤンバルクイナ、アマミヤマシギ、カラフトアオア
シシギ、エトピリカ、ウミガラス、キンバト、アカガシラカラスバト、
ヨナクニカラスバト、シマフクロウ、オーストンオオアカゲラ、ミユビ
ゲラ、ノグチゲラ、ヤイロチョウ、アカヒゲ、ホントウアカヒゲ、ウス
アカヒゲ、オオトラツグミ、オオセッカ、ハハジマメグロ、オガサワラ
カワラヒワ

５年２月１０日
　　　鳥　類

ツシマヤマネコ、イリオモテヤマネコ
ミヤコタナゴ
ベッコウトンボ
レブンアツモリソウ、キタダケソウ

６年１月２８日
　　　哺乳類
　　　魚　類
　　　昆虫類
　　　植　物

イタセンパラ

キクザトサワヘビ
アベサンショウウオ
イタセンパラ
ハナシノブ

７年２月８日
　　　爬虫類
　　　両生類
　　　淡水魚類
　　　植　物

ヤシャゲンゴロウ、ヤンバルテナガコガネ、ゴイシツバメシジミ
８年１月８日
　　　昆虫類

ホテイアツモリ、アツモリソウ
９年９月５日
　　　植　物

ワシミミズク
９年１１月２７日　
　　　鳥　類

アマミデンダ、ヤドリコケモモ、コゴメキノエラン
１１年１１月２５日　
　　　植　物

スイゲンゼニタナゴ
イシガキニイニイ
チョウセンキバナアツモリソウ、オキナワセッコク、クニガミトンボソウ

１４年８月７日
　　　魚　類
　　　昆虫類
　　　植　物

ダイトウオオコウモリ、アマミノクロウサギ
アユモドキ
ムニンツツジ、ムニンノボタン、アサヒエビネ、ホシツルラン、シマホ
ザキラン、タイヨウフウトウカズラ、コバトベラ、ウラジロコムラサキ

１６年７月２日
　　　哺乳類
　　　魚　類
　　　植　物

オガサワラハンミョウ、オガサワラシジミ、オガサワラトンボ、オガサ
ワラアオイトトンボ、ハナダカトンボ
ヒメタニワタリ、コヘラナレン、シマカコソウ、ウチダシクロキ

２０年７月２５日
　　　昆虫類

　　　植　物

オガサワラオオコウモリ
２１年１２月２日
　　　哺乳類

シャープゲンゴロ
ウモドキマルコガタノゲンゴロウ、フチトリゲンゴロウ、シャープゲンゴロウモ

ドキ、ヨナグニマルバネクワガタ、ヒョウキンモドキ

２３年３月１８日
　　　昆虫類

ウラジロヒカゲツツジ、シモツケコオホネ、カッコソウ
２４年５月１日
　　　植　物

　表２‐２９　「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」による種の指定状況
（２５年３月３１日現在）
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　表２‐３０　野生鳥獣の救護活動実績（２４年度）
合　　　計獣　　　類鳥　　　類

区　　　分 救 護
日 数救護数種類数救 護

日 数
救 護
頭 数種類数救 護

日 数
救 護
羽 数種類数

－２６８６４－３１７－２３７５７富山県鳥獣保護センター

４４６５２３１５３２２３９３５０２９富山県鳥獣救護の会

４４６３２０９５５３３３９３９３２８７８６合　　　計

　表２‐３１　有害鳥獣捕獲等の状況（２４年度）
捕 獲 数（頭）種　　類（獣類）捕 獲 数（羽）種　　類（鳥類）

０ノ ウ サ ギ３，５８７カ ラ ス

３１ク マ３７３カ ワ ウ

１５４サ ル３９ゴ イ サ ギ

９８ハ ク ビ シ ン１８ド バ ト

１９１イ ノ シ シ８７ム ク ド リ

３タ ヌ キ２ヒ ヨ ド リ

１０９カ モ 類

６５そ の 他

４７７計４，２８０計

注　クマ、サルは特定計画に基づくものも含みます。

注　網　　　猟：網　等
　　わ な 猟：わな
　　第一種銃猟：ライフル銃、散弾銃及び空気銃
　　第二種銃猟：空気銃

　表２‐３２　狩猟者登録の実績（２４年度）
（単位：人）

計県　外　者県　内　者区　　　　　分

５９０５９網 猟

免 許 の 種 類
１７３０１７３わ な 猟

６８６９３５９３第一種銃猟

２４０２４第二種銃猟

９４２９３８４９計
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　表２‐３３　一般環境観測局の概要

測　定　項　目　等調査機関設置年度所 在 地観　測　局市　町区分

・二酸化硫黄（紫外線蛍光
法）
・浮遊粒子状物質（β線吸
収法）
・窒素酸化物（オゾンを用
いる化学発光法）
・光化学オキシダント（紫
外線吸収法）
・微小粒子状物質（β線吸
収法）
・風向風速（光パルス式）
・テレメータ化

市５０水 橋 畠 等富 山 水 橋

富 山 市

富
　
　
　
山
　
　
　
地
　
　
　
域

市４２蓮 町富 山 岩 瀬

市３安 野 屋 町富 山 芝 園

市４８赤 田富 山 蜷 川

市４８笹 倉婦 中 速 星

県、市３上 島滑 川 上 島滑 川 市

県４２伏木東一宮高 岡 伏 木

高 岡 市
高
　
岡
　
・
　
射
　
水
　
地
　
域

県、市４３中 川高 岡 本 丸

県、市４７戸出光明寺高 岡 戸 出

県４福岡町土屋福 岡

県４窪氷 見氷 見 市

県４２三 日 曽 根新湊三日曽根

射 水 市 県、市４８東 明 中 町新 湊 海 老 江

県４７中 太 閤 山小 杉 太 閤 山

県３北 鬼 江魚 津魚 津 市
新
川
地
域

県、市４植 木黒 部 植 木黒 部 市

県３入 膳入 善入 善 町

県４太 田砺 波砺 波 市砺
波
・
小
矢
部
地
域

県４泉 町小 矢 部小矢部市

県４柴 田 屋福 野南 砺 市

２０計

（２５年３月現在）

　３　生活環境の保全



１５７１５７

資
料
資
料
編編

　

３３
　
生
活
環
境
の
保

生
活
環
境
の
保
全全

　表２‐３４　二酸化硫黄濃度の年度別推移（年平均値）

２４２３２２２１２０年　　　度
観　測　局

０．００１０．００１０．００１０．００３０．００４富 山 岩 瀬

富 山 市

富
　
　
山
　
　
地
　
　
域

０．００１０．００１０．００１０．００１０．００３富 山 芝 園

０．００１０．００１０．００１０．００００．００１富 山 蜷 川

０．００１０．００１０．００１０．００１０．００１婦 中 速 星

０．００００．００００．００００．０００滑 川 上 島
滑 川 市

０．００００．００００．００００．００１滑 川 大 崎 野

０．００１０．００１０．００１０．００１０．００１高 岡 伏 木

高 岡 市
高
　
岡
　
・
　
射
　
水
　
地
　
域

０．００００．００００．０００高 岡 能 町

０．００１０．００１０．００１０．００１０．００１高 岡 本 丸

０．０００高 岡 戸 出

０．００００．００００．００００．００００．０００氷 見氷 見 市

０．００１０．００１０．００１０．００００．００４新湊三日曽根

射 水 市 ０．００１０．００１０．００１０．００２０．００２新 湊 海 老 江

０．００１０．００１０．００１０．００００．０００小 杉 太 閤 山

０．００２０．００３０．００２０．００２０．００２魚 津魚 津 市
新
川
地
域

０．００００．００００．００００．００００．００１黒 部 植 木黒 部 市

０．００２０．００２０．００２０．００１０．００１入 善入 善 町

０．００３０．００３０．００２０．００２０．００２小 矢 部小矢部市砺
波
・

小
矢
部
地
域 ０．００３０．００３０．００２０．００２０．００３福 野南 砺 市

０．００１０．００１０．００１０．００１０．００１年平均値

注１　測定は、紫外線蛍光法によります。
　２　「富山県大気汚染常時観測局適正配置計画」により、高岡戸出については２０年度末、高岡能町に

ついては２２年度末、滑川上島及び滑川大崎野については２３年度末に測定を廃止しました。

（単位：ppm）



１５８

　表２‐３５　二酸化硫黄に係る環境基準の達成状況

注１　測定は、溶液導電率法又は紫外線蛍光法によります。
　２　短期的評価による適（〇）とは、１日平均値がすべての有効測定日（１日２０時間以上の測定が行

われた日をいう。）で０．０４ppm以下であり、かつ、１時間値がすべての測定時間において０．１ppm
以下であることをいいます。

　３　長期的評価による適（〇）とは、年間における１日平均値のうち測定値の高い方から２％の範囲
にあるものを除外した後の最大値が０．０４ppm以下であり、かつ、年間を通じて１日平均値が
０．０４ppmを超える日が２日以上連続しないことをいいます。

　４　「富山県大気汚染常時観測局適正配置計画」により、高岡戸出については２０年度末、高岡能町に
ついては２２年度末、滑川上島及び滑川大崎野については２３年度末に測定を廃止しました。

長期的評価によ
る適（〇）、否（×）

短期的評価によ
る適（〇）、否（×）

１日平均値の２％除外値（ppm）項　目

観　測　局

０．０４ppm以下であること基　準

２４２３２２２１２０２４２３２２２１２０２４２３２２２１２０年　度

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇０．００２０．００２０．００２０．００７０．００７富 山 岩 瀬

富 山 市

富
　
　
山
　
　
地
　
　
域

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇０．００２０．００２０．００２０．００２０．００６富 山 芝 園

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇０．００２０．００２０．００２０．００２０．００２富 山 蜷 川

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇０．００３０．００２０．００２０．００３０．００３婦 中 速 星

〇〇〇〇〇〇〇〇０．００１０．００２０．００１０．００２滑 川 上 島
滑 川 市

〇〇〇〇〇〇〇〇０．００２０．００２０．００２０．００２滑 川 大 崎 野

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇０．００２０．００３０．００３０．００３０．００２高 岡 伏 木

高 岡 市
高
　
岡
　
・
　
射
　
水
　
地
　
域

〇〇〇〇〇〇０．００２０．００２０．００２高 岡 能 町

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇０．００２０．００２０．００２０．００２０．００２高 岡 本 丸

〇〇０．００２高 岡 戸 出

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇０．００２０．００２０．００２０．００２０．００２氷 見氷 見 市

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇０．００２０．００２０．００２０．００２０．００７新湊三日曽根

射 水 市 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇０．００２０．００２０．００２０．００４０．００５新 湊 海 老 江

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇０．００３０．００３０．００２０．００２０．００２小 杉 太 閤 山

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇０．００５０．００４０．００４０．００３０．００３魚 津魚 津 市
新
川
地
域

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇０．００１０．００１０．００２０．００２０．００２黒 部 植 木黒 部 市

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇０．００３０．００３０．００３０．００３０．００２入 善入 善 町

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇０．００５０．００４０．００４０．００３０．００３小 矢 部小矢部市砺
波
・
小
矢
部
地
域 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇０．００５０．００５０．００３０．００４０．００４福 野南 砺 市


